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　キリンビバレッジの前身は1963年に創立した「自動販売
サービス株式会社」です。その後「キリンレモンサービス株式
会社」「キリンレモン株式会社」と社名を変更し、1991年に現
在の社名であるキリンビバレッジ株式会社へ変更しました。
　当社グループはキリングループにおけるソフトドリンク
分野の中心的存在であり、「新しい飲料文化の創造」という経
営理念のもと、グループの共有価値である「食と健康」に、ソ
フトドリンクの立場からお客様に楽しさや新しい価値を提
供しています。また、ブランドは常にお客様と我々企業との
間にあり、その「絆」となる存在であると考えています。だか
らこそブランドを基軸においた経営が重要であり、我々はお
客様にブランドをいかに愛してもらうかを常に考えながら
日々の活動に励んでいます。
　今後日本国内の人口は減少に転じ、年齢構造が変化し、ラ
イフスタイルの多様化もいっそう進むと予想され、変化への
対応は全ての企業にとって大きな課題となっていきます。当
社の行動指針の中に『「街の風」を肌で感じとり、新たな生活
価値を提案・提供しよう』という一節があります。これはお客
様と接する現場から発想し、革新していくことを明確に示し

たもので、当社で推進している品質保証体制の強化はその
指針に則った取り組みの一例といえるものです。お客様が食
品の安全性に寄せる関心や要望の高まりに対して、企業の側
でもお客様の満足や高い信頼を得るために品質向上と安全
性確保を最重要課題としています。当社では常にお客様の
期待に応えられる会社でありたいとの考えから、ホームペー
ジ上で「WEB品質保証室」を開設し、より早くより判り易く
お客様に品質の情報をお届けしています。
　さらに、国内の事業ばかりでなく海外でのソフトドリンク
ビジネスにおいてもキリングループ内の連携およびグルー
プシナジー創出に向けて役割を担っていきます。また、企業
は社会との共生が重要と考え、企業の社会的責任を果たす
べく、コンプライアンスはもとより環境対策や社会貢献活動
についても積極的に取り組んでいきます。
　お客様が当社の商品を飲んでいただいて、美味しさや安
心感、さらに新しい価値を感じていただき、「笑顔」になって
いただけることを心から願い、キリンビバレッジがお客様に
とって無くてはならない企業であるように社員全員で努力
してまいります。

キリンビバレッジは、
新しい飲料文化の創造をめざします。
キリンビバレッジは、
時代を先取りした質の高い商品とサービスで、
多彩で豊かな世の中の実現に貢献し、
社会と社員にとって夢のある存在であり続けます。

キリンビバレッジ経営理念

経営理念・メッセージ

ブランドを経営の基軸において、
お客様との絆を育んでまいります

代表取締役社長



※１		株式会社食品マーケティング研究所調べ（2011年実績）
※２		キリン・トロピカーナ社調べ（2011年国内販売実績）

お客様に、食と健康を通じた楽しさや
新しいよろこびにつながるご提案をめざします

キリン�ファイア
常に進歩を続けるブランドとして、世代別
の味覚差や飲用シーンに合わせ、更なる品
質の向上と新たな提案を行っていきます。
缶コーヒーの「ファイア」では、資産である
“品質の高さ”を武器に、ヘビーユーザー
に最も支持されるブランドを目指します。
ペットボトルコーヒー「ファイア	ネオ」で
は、ビジネスパーソンに向けた「デスクトッ
プコーヒー」という新たなパッケージコー
ヒーのありかたを提案していきます。

キリン�午後の紅茶
常に日本の紅茶飲料
市場をリードし続け
る紅茶飲料No.1ブ
ランド（※1）として、
紅茶カテゴリーの魅
力を広げる活動を展
開しています。

キリン�生茶
2000年の発売以来、独自のブランド価値で緑茶
をはじめとした無糖茶市場をリードしてきた「キ
リン生茶」。2012年、「生茶」を一新して発売する
とともに、「生茶」ブランドから、健康イメージの高
い「野菜」が入った「生茶　緑の野菜のブレンド茶
plus」を新発売することで、「爽快」「元気」「心も体
も生きかえる」という独自の価値をさらに進化さ
せ、無糖茶市場のさらなる活性化を目指します。

キリン�アルカリイオンの水
富士山がはぐくんだおいしい天然
水をアルカリイオン化した、口あ
たりまろやかなやさしい味わい。
毎日の水分補給や、コーヒー、料理
にも。家族の健やかな毎日を、食卓
からサポートします。
※2Lペットボトルの採水地は静岡県
御殿場市（富士の伏流水）、500mlペッ
トボトルは静岡県焼津市です。

ボルヴィック
フランスで生まれたナチュラル
ミネラルウォーターです。約１万
年前の火山活動で生まれた特別
な地層をゆっくりくぐりぬけて
生まれた軟水で、すっきりまろや
かな口当たりが特長です。また、
自然環境に配慮した新ボトル「グ
リーンボトル」を順次導入してい
きます。

キリンレモン
1928年の発売以来、さわやかな飲み口が特長
の透明炭酸飲料のロングセラーブランドです。
「純水使用・果実由来の香り・甘味料不使用」に
こだわった、家族みんなで楽しむ”あんしん炭
酸”です。

トロピカーナ
1947年アメリカで誕生し、日本でも100%果汁
No.1ブランド（※2）としてお客様にご支持を頂
いています。「自然」「健康」「おいしさ」をテーマ
に、果実本来のおいしさを追求した品質の高い
商品をお届けしています。

2012年商品

事業概要

キリンビバレッジならではの提案性のある  
ものづくりでお客様に「元気」をお届けします
常にお客様のニーズや飲用・購入実態を捉え、新しい生活スタ
イルや飲用シーンの創造をめざします。技術イノベーション
による中味開発・容器開発を実現し、「おいしさ提案」はもちろ
ん、「健康提案」「生活提案や飲用シーン提案」など、「お客様の
笑顔創り」につながる様々な提案を行います。
基盤ブランドからの新提案と長期トレンドを見据えた新しい
市場創造の両面から、お客様に様々な「元気」をお届けしてい
きます。

クオリティーの高いマーケティングで   
お客様に新たな価値をお届けします
お客様から高いご支持をいただいている「キリン	午後の紅
茶」「キリン	ファイア」「キリン	生茶」「キリン	アルカリイオン
の水」「ボルヴィック」の基盤ブランド。これらのブランドは、
市場リサーチ力によるお客様のニーズの把握と、長年培われ
たマーケティングノウハウに支えられたものであり、当社の
最大の強みです。
ブランドの育成は、ブランド毎に構成されたチーム体制により、
商品コンセプトから味覚設計、広告宣伝などのプロモーショ
ンにいたるまで、一貫したブランドマネジメントを行っていま

す。また、グループ会社の連携による、“キリンの健康プロジェ
クト”から、健康・機能系商品にもチャレンジするなど、競争優
位なクオリティーの高いマーケティングを推進しています。
今後も、「お客様本位」の考えに立った、当社ならではの提案性
のあるものづくりで、お客様に魅力ある商品・サービスをお届
けしていきます。

全国を網羅する販売ネットワークと   
買い場づくりで、食の楽しさをお届けします
全国の主要都市に営業拠点を置いています。そして、迅速・的
確に商品をお届けすることが可能な、大卸とダイレクト取引・
自動販売機の販売ルートを併せ持ち、地域に根ざした営業活
動を展開しています。
また、お客様の購買接点をきめ細かくフォローするため、交
通・レジャー・飲食店・自動販売機などのチャネル毎に専門担
当を設け、お客様のニーズにフレキシブルに対応できる営業
体制を構築しています。
店頭では、季節に応じた催事イベントや棚割り提案など、地域
ならではの最適なご提案を行うとともに、キリングループ各
社と密な連携を図りながら、お客様にとって魅力ある買い場
作りを展開しています。
今後もお客様に食を通じた楽しさや新しいよろこびにつなが
るご提案をめざしていきます。

基盤
ブランド

その他
主要商品
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自動販売機チャネルでは、全国の主要都市部をカバーするグ
ループ自動販売機オペレーション会社を通じ、地域に密着した
独自の販売体制を構築しています。また、自動販売機を主とし

た販売機器のメンテナンス業務をキリンメンテナンス・サービ
ス社が全国を網羅してサポートすることにより、お客様に確実
な商品提供を行っています。

キリングループのアジア・オセアニア地域を中心とした海外飲料事業
の基盤の強化に向けて、「午後の紅茶」などのブランドマーケティング
や商品・技術開発に積極的に携わっていきます。

キリンビバレッジグループ自動販売機関係会社
（2012 年 3 月現在）

●❶北海道キリンビバレッジサービス� 北海道札幌市
●❷函館ダイイチベンディング� 北海道函館市
●❸仙台キリンビバレッジサービス� 宮城県仙台市
●❹東京キリンビバレッジサービス� 東京都千代田区
●❹オリエンタルベンディング	 東京都練馬区
●❹キリンメンテナンス・サービス� 東京都渋谷区
●❺東海食品サービス� 静岡県沼津市
●❺ファインドリンク� 静岡県沼津市

●●❻米久ベンディング� 静岡県静岡市
●❼中部キリンビバレッジサービス� 愛知県名古屋市
●●❽関西キリンビバレッジサービス� 大阪府大阪市
●❾ケィ・ヴィコーポレーション� 兵庫県姫路市
●10ビバックス� 広島県広島市
●11九州キリンビバレッジサービス� 福岡県福岡市

事業概要

全国網羅の販売体制で地域に密着したオペレーションを構築

キリングループの清涼飲料事業会社として、
海外飲料事業を支援します

ベトナム商品タイ商品中国商品



生産の技術開発力と
市場のニーズに柔軟に対応する生産システム

研究開発•生産•品質保証

品質技術開発
安全で、おいしく、高品質な商品をお客様へお届けしたいとい
う品質へのこだわりと、社会全体に貢献できる技術を開発し
たいという技術へのこだわりを形にするために、原料分析、製
法開発などの研究を進め、高度な品質保証を実現しています。
特に微生物制御分野においては、微生物迅速測定装置の開発
に続き、当社が独自開発した果汁飲料等の危害微生物を効率
的に検査できる検出
キットが、日本果汁
協会統一検査法とし
て認定され、清涼飲
料業界で広く使用さ
れています。

容器開発
1994年、世界で初めて果汁入り炭酸飲料の「自立型耐熱圧
PETボトル」を開発しました。2003年には、1本あたり21g軽
量化した環境配慮型容器「ペコロジーボトル（2L）」42gを水
用に開発し、2005年に水以外の2LPETボトルと1.5LPETボ
トルにも展開していきました。2010年には２LPETボトルで
さらなる軽量化を図り、35g、38gのNEW「ペコロジーボトル
（2L）」を開発しました。軽量化は1.5LPETボトルにおいても
展開を開始しています。
軽量化と同時に、東京大学、キリンビー
ル㈱パッケージング技術開発センター
とともに計測方法の開発から取り組み、
＜開けやすさ・持ちやすさ・注ぎやすさ
＞をさらに追求したユニバーサルデザ
インを実現。軽量化とユニバーサルデ
ザイン向上の長年の取り組みが評価さ
れ、2010年に、容器包装の世界的権威で
あるワールドスター賞とサステナビリ
ティー金賞を受賞しました。

生産
当社の生産体制は、自社工場である湘南工場と舞鶴工場の2
工場およびグループ会社4工場で構成されており、高い生産
性と高度な製造技術で、お客様に安全な商品をお届けしてい
ます。
各工場では、工程ごとの品
質チェックや製品の保存
試験など徹底した品質管
理や市場のニーズに柔軟
に対応する生産システム
によって多角的な生産活
動を展開しています。
また、全国約40の生産協
力工場でも当社製品を製
造しており、幅広い商品ラ
インアップが安定的に供
給できる生産体制となっ
ています。

生産技術開発
1994年に設備メーカーと共同開発した無菌充填システムの
国産初号機を導入しました。その後、1997年にPETボトルの
元となる「プリフォーム」をブロー成形して無菌充填を行う、
一貫した「インラインブロー無菌充填システム｣の国内初号機
を導入し、さらに2003年には「プリフォーム」の射出成型ラ
インを導入しました。
これにより、無菌の内溶液を無菌の容器に無菌ルーム内で常
温充填できるようになり、従来不可能だったミルク入りPET
ボトル製品等の多様化と同時に、ボトルには不可欠だった耐
熱性も不要となり、薄肉軽量化が実現できました。
これらのシステムは、グループ会社を含め、国内に8ライン、
中国・ベトナムに計3ライン設置・稼働しており、環境負荷低
減に大きな貢献を果たしています。

湘南工場
年間約3,000万ケースの生産能力を誇る

コア技術研究所分析室にて

軽量化した
ペコロジーボトル

舞鶴工場
日本最大規模の缶詰充填機・缶蓋巻締機を採用

品質保証

時代を先取りした質の高い、安全・安心な商品やサービスを提供
高品質な商品をお客様にお届けするために、商品開発から原材料の調達、製造、流通に至る全
てのバリューチェーンで徹底した品質の確認を行っています。全社品質マネジメントシステ
ムを構築しており、その中で、品質に関するお客様情報の収集・分析、原料受入の判定や工場製
品の徹底した品質チェック、生産工場の監査・指導なども行っています。また、食に関するお客
様の疑問にお答えするため、商品の品質に関する情報開示をホームページ上で行っています。

原材料・栄養成分一覧（2012年3月現在）
http://www.beverage.co.jp/csr/hinshitsu/ingredient.html



社会の一員として、お客様から信頼される
企業であり続けるために

子供の夢実現サポート

東日本大震災復興応援
キリングループの「復興応援　
キリン絆プロジェクト」の一環
として、セーブ・ザ・チルドレン・
ジャパンと協力して「キリンSCJ
『絆』奨学金」を設立し、岩手・宮
城・福島3県で農業の学び、経済的援助を必要とする高校生に対
し、返還義務のない奨学金を2011年10月より支給しています。
2012年も年間最大600名を支援し、被災地の将来を支える子
どもたちの学びの機会をサポートします。

うれしい食生活の提供

自動販売機を通じた社会貢献
お客様へ商品を販売する場としてだけでなく、「社会貢献に気
軽に参加できる機会の提供」としてとらえ、次世代育成支援と
なるベルマーク自動販売機や、乳がんの早期発見・早期診断・
早期治療の大切さを啓発するピンクリボン啓発自動販売機な
どを展開しています。

地球環境の保全

資源循環への取り組み
日本で初めてメカニカルリサイクル＊1ペット原料と植物由来＊2

ペット原料を組み合わせたペットボトルを2012年夏以降
「生茶」ブランドなどの一部から採用します。導入当初は、メカ
ニカルリサイクルペット原料10％、植物由来ペット原料最大
27％からスタート。これにより、従来比で石油由来ペット原料
の使用を37％、CO2排出を約27％削減することができます。
メカニカルリサイクルペット原料の比率を徐々に高め、資源循
環への取り組みを進めます。

　＊1	 再生ペット原料をさらに熱・真
空・清浄ガスで洗浄し不純物を除
去する方法

　＊2	 サトウキビ由来（非食用）のエチ
レングリコールを原料として使用

うれしい食生活の提供

スリランカフレンドシッププロジェクト
「キリン午後の紅茶」の本格的味わいを支えてきたのは世界最大
級の紅茶輸出国スリランカ※などから輸入された高品質の紅茶
葉です。2006年に「キリン午後の紅茶」発売20周年を機に始め
たスリランカの茶園に併設された小学校
へ図書を寄贈する活動を、今年度より対象
校を拡大して第二期スリランカフレンド
シッププロジェクトとして推進します。

事業を通じたCSR
キリンビバレッジは自然と調和・共生する社会づくりを目指します。
お客様、地球環境、社会（コミュニティ）、ビジネスパートナーや株主など、各ステークホルダーとの絆を深めることをテーマに、事業を通
じて社会課題の解決に取り組みます。
ここでは2012年にキリンビバレッジが優先的に取り組みます4つの社会課題についてご紹介します。

ピンクリボン啓発自動販売機ベルマーク自動販売機

CSRへの取り組み

※FAOSTAT（国際連合食糧農業機関）2010年調べ

（プロジェクトマーク／写真：第一回寄贈先の生徒と寄贈図書　2006年）



会 社 情 報

会 社 概 要（2011年12月31日現在）
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商 号	 キリンビバレッジ株式会社
本 社	 〒150-0001　東京都渋谷区神宮前6-26-1
	 TEL.03-6734-9310（代）
	 ※登記上の本店所在地　東京都千代田区神田和泉町1番地

設 立	 1963年４月　
事 業 内 容	 清涼飲料の製造及び販売
資 本 金	 84億1,650万円　
決 算 期	 12月31日（年1回）
従 業 員 数	 連結：4,243名　単体：1,647名

※上記従業員数には、臨時従業員を含んでおりません。
　また、単体の従業員数については、関係会社等への
　出向者を含んでおりません。

東 北 地 区 本 部	 〒980-0822	 宮城県仙台市青葉区立町27-21　……………………………………………………………… TEL 022-222-4150
関東甲信越地区本部	 〒101-0024	 東京都千代田区神田和泉町1番地……………………………………………………………… TEL 03-5821-4070
首 都 圏 地 区 本 部	 〒101-0024	 東京都千代田区神田和泉町1番地……………………………………………………………… TEL 03-5821-4050
中 部 圏 地 区 本 部	 〒451-0046	 愛知県名古屋市西区牛島町2-5　……………………………………………………………… TEL 052-562-6471
近 畿 圏 地 区 本 部	 〒550-0002	 大阪府大阪市西区江戸堀2-1-1　… …………………………………………………………… TEL 06-6448-6731
中 四 国 地 区 本 部	 〒735-8510	 広島県安芸郡府中町大須2-1-1　… …………………………………………………………… TEL 082-563-8000
九 州 地 区 本 部	 〒810-0001	 福岡県福岡市中央区天神4-1-1　… …………………………………………………………… TEL 092-722-2636
【工場】
湘 南 工 場	 〒253-0101	 神奈川県高座郡寒川町倉見1620… …………………………………………………………… TEL 0467-75-6161
舞 鶴 工 場	 〒624-0906	 京都府舞鶴市倉谷1350　　　　……………………………………………………………… TEL 0773-75-6868
【研究所】
コ ア 技 術 研 究 所	 〒230-8628	 神奈川県横浜市鶴見区生麦1-17-1… …………………………………………………………… TEL 045-503-8310
商 品 開 発 研 究 所	 〒230-8628	 神奈川県横浜市鶴見区生麦1-17-1… …………………………………………………………… TEL 045-503-8310

事業所一覧

沿 革
1963年（昭和38年）	 4月 	 清涼飲料の販売を目的とし、自動販売サービス株式会社を設立し、自動販売機によるキリンレモン、キリンオレンジの販売を開始。
1971年（昭和46年）	12月	 キリンビール株式会社等と共同出資により北海道キリンレモン・サービス株式会社（現 北海道キリンビバレッジ株式会社）を設立。
1991年（平成3年）	 1月	 キリンビール株式会社より清涼飲料事業部門の営業譲渡を受け、キリンビバレッジ株式会社に商号を変更。
	 	 トロピカーナプロダクツ社（アメリカ合衆国）と共同出資によりキリン・トロピカーナ株式会社を設立。
1996年（平成8年）	 3月	 上海市錦江（集団）公司と共同出資により、上海錦江麒麟飲料食品有限公司を設立。
1998年（平成10年）	 4月	 株式会社ビバックスと業務提携を開始（2004年完全子会社化）。
1999年（平成11年）	 1月	 株式会社東北小岩井フローズンサービスと共同出資により仙台キリンビバレッジサービス株式会社を設立。
2002年（平成14年）	11月	 グループダノン社（フランス）、三菱商事株式会社との3社合弁によるキリンＭＣダノンウォーターズ株式会社が業務開始。
2004年（平成16年）	 2月	 統一企業（中国）投資有限公司と北京統一食品有限公司との合併により、北京統一麒麟飲料有限公司（現 北京飛騰麒麟飲料有限公司）を設立。
2005年（平成17年）	 5月	 タイ バンコクにサイアムキリンビバレッジを設立／ 7月　キリンメンテナンス・サービス株式会社を設立。
2006年（平成18年）	 4月	 中国上海市に製造販売会社、麒麟飲料（上海）有限公司を設立。／ 5月　キリングループ長期経営構想（KV2015）を発表。
2007年（平成19年）	 7月	 キリングループが、純粋持株会社制に移行。／９月　中国上海市に製造販売会社、上海麒麟飲料有限公司を設立。
2008年（平成20年）	 5月	 エースコック株式会社、エースコックベトナム株式会社との共同出資により、ベトナムにキリン・エースコック（ベトナム）飲料有限責任会社を設立。
2011年（平成23年）	 1月	 キリンチルドビバレッジ株式会社を設立。
2011年（平成23年） 	5月	 キリン・エースコック（ベトナム）飲料有限責任会社をベトナムキリンビバレッジ有限責任会社に社名を変更
2011年（平成23年） 	8月	 ��キリンホールディングス株式会社と華潤創業有限公司の合弁持株会社設立完了に伴い、中国で事業展開している4社を華潤麒麟飲

料グループ傘下に移管
2012年（平成24年）2月		 �東南アジアにおけるグループ経営力強化のため、サイアムキリンビバレッジ社（タイ）とベトナムキリンビバレッジ社（ベトナム）を

キリンホールディングス・シンガポール傘下に移管。

主要キリンビバレッジグループ各社
【国内飲料】
北海道キリンビバレッジ株式会社
北海道キリンビバレッジサービス株式会社
株式会社函館ダイイチベンディング　
仙台キリンビバレッジサービス株式会社　
東京キリンビバレッジサービス株式会社
オリエンタルベンディング株式会社

東海食品サービス株式会社　
ファインドリンク株式会社　
米久ベンディング株式会社　
中部キリンビバレッジサービス株式会社　
関西キリンビバレッジサービス株式会社
株式会社ケィ・ヴィコーポレーション　

株式会社ビバックス
九州キリンビバレッジサービス株式会社
キリンメンテナンス・サービス株式会社　
キリン・トロピカーナ株式会社
キリンMCダノンウォーターズ株式会社
キリンチルドビバレッジ株式会社
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